
１０ 佐賀県 唐津市

～先人が残した貴重な宝（棚田）を守ろう！～

○蕨野の棚田は先人達が苦労を重ねて
残してくれた集落の宝であるが、農家
の高齢化等で耕作放棄地が増加。

○集落ぐるみで棚田米の生産・販売や
都市住民との交流イベントを行う組織
を設立し、棚田保全活動を展開。

経 緯
○佐賀大生と連携して耕作放棄地を復
田。企業等の協力を得て、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに
よる耕作放棄地の草刈活動を推進。

○特別栽培米の認証を受け、「棚田米
蕨野」として販売。3月、6月、10月に
棚田を活かしたイベントを開催。

○イベントに多くの都市住民が訪れ、蕨
野の棚田のファンが多くなり、ブランド
米「棚田米蕨野」の売上が増加。

○直売所の女性会員による手作りの加
工品の販売に伴い、高齢者の生きが
いづくりやふれあう機会が増加。

○蕨野の棚田は規模の大きさ等から､
棚田では初めて国の「重要文化的景
観｣に選定｡全国でも注目されている。

○県内外からの視察も多く、蕨野集落
の取組の情報発信を行い、棚田を通
じた新たな絆づくりを行う。

唐津市 相知市民センター 産業課
佐賀県唐津市相知町相知2055-1 Tel : 0955-53-7125   Fax :  0955-62-2573 

活動の成果

取組内容

今後の方針

6月の「早苗と棚田ウオーク」
蕨野の棚田
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１１ 佐賀県 多久市

社会福祉法人もやいの会

～働きたいをカタチに トマト植物工場を障害者の職場に～

○理事長は、多久市の寺院の住職。廃
校の活用事業公募に応募。当会が事
業者として選定。

○平成25年に小学校校舎の無償譲渡
を受け、ﾄﾏﾄ養液栽培施設、菓子工房
の整備を行い、障害者雇用に着手。

経 緯
○ﾄﾏﾄの養液栽培で月に約3トンのﾐﾃﾞｨ・
ﾄﾏﾄを生産し、地域のｽｰﾊﾟｰ､産直市
場、福岡市のﾃﾞﾊﾟｰﾄ等へ出荷。

○ﾄﾏﾄの出荷不能品を活用し、ｼﾌｫﾝｹｰ
ｷを菓子工房にて製造。ﾄﾏﾄの乾燥、
製品の包装などに障害者が従事。

○ﾄﾏﾄ溶液栽培では、就労継続支援A型
の6人の障害者に、県の最低賃金の
時給を､支払うことが出来ている。

○就労継続支援B型の利用者13人には、
菓子工房の収益ほか学校敷地の清
掃などで賃金を支払っている。

○旧小学校は2階建て延べ床面積3650
㎡の規模で余裕があり、利用者を現
在の2倍程度にまで増やす計画。

○ﾄﾏﾄﾊｳｽと菓子工房のｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝで、
ﾄﾏﾄ･ｼﾌｫﾝ、ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾏﾄに続く、新たな6
次化商品を開発したい。

社会福祉法人もやいの会
佐賀県多久市南多久町下多久6103-2 Tel : 0952-76-4600   Fax : 0952-76-4620  

活動の成果

取組内容

今後の方針

ﾄﾏﾄｼﾌｫﾝｹｰｷづくり台車に座ってﾄﾏﾄの収穫作業

法人番号 5300005006288



１２ 佐賀県 鹿島市

～“鹿島海苔物語”を世界ブランドに～

○地区住民組織である｢七浦地区振興
会｣の対外的事業を受け持つのが当
社であり、「道の駅鹿島」を管理・運営。

○世界的に和食の良さが見直される中、
有明海産海苔の販路を、国内から海
外へと拡大するための戦略を構築中。

経 緯
○香港でｽｰﾊﾟｰを展開する｢ｼﾃｨｽｰﾊﾟｰ｣
とﾀｲｱｯﾌﾟし、のりﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ｢鹿島海苔
物語｣等の売り出しを検討中。

○本年3月には｢JNTO（日本政府観光
局）｣から｢外国人観光案内所｣の認定
を受け､3ｶ国語のﾊﾟﾝﾌ配布等に取組。

○有明海産の海苔が販路拡大に成功
すれば、安心・安全な日本の農産物
が海外へと飛翔する事が望める。

○また、疲弊する農山漁村を効果的に
再生する事もでき、人口の流出に歯
止めを掛ける事が見込まれる。

○当社の“鹿島海苔物語”戦略が成功
すれば、市内他地区の振興会等に当
社の取組みをＰＲし、他地区の活性
化にも寄与したい。

○そのために、他地区の良質の農水産
物（お宝）発掘を展開して行きたい。

道の駅鹿島
佐賀県鹿島市大字音成甲4427-6 Tel : 0954-63-1768   Fax :0954-63-1788   

活動の成果

取組内容

今後の方針

「鹿島海苔物語」の加工品

道の駅鹿島の直売所｢千菜市」

株式会社 七浦
ななうら

法人番号 7300001004954

１３ 佐賀県 鹿島市

～まえ海と千菜（せんじゃ）を活かした地域づくり～

○昭和60年に当地で開催された干潟の
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ「ｶﾞﾀﾘﾝﾋﾟｯｸ」が「むらおこし」
の動機付けとなり、当会を結成。

○地域住民が構成員であり、地域資源
や伝統文化を活用した地域振興を積
極的に推進。

経 緯
○農水産物直売所｢千菜市｣を平成4年
にｵｰﾌﾟﾝ｡地元農漁業者が生産した農
産物､有明海の海苔､魚介類等を販売。

○ｶﾞﾀﾘﾝﾋﾟｯｸを毎年継続して開催。修学
旅行や家族向け干潟体験や伝統漁
撈｢棚じぶ」体験等の受入れを展開。

○「千菜市」は後に「道の駅鹿島」に認
定され、販売額は約3億円になり、生
産者の意欲も増大し、所得も向上。

○年間約13,000人が訪れる干潟体験や
農業体験､伝統漁撈体験､有明海の
味覚体験など都市農村交流が促進｡

○干潟体験を行う修学旅行生の滞在メ
ニューを増やすため、民泊事業の展
開を模索。

○直売所を拠点として地域の買物弱者
に対し、商品の無料宅配サービスに
加え、日用品等も合わせて取組む。

七浦地区振興会
佐賀県鹿島市大字音成甲4427-6 Tel : 0954-63-1768   Fax :0954-63-1788   

活動の成果

取組内容

今後の方針

家族で楽しめる干潟体験
直売所｢千菜市」

七浦
ななうら
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１４ 佐賀県 鹿島市

～故郷の農村環境は ふるさとで守ろう～

○本地域は、地区の中心に歴史のある
「柳瀬水道」が流れ、それを水源に米
麦や施設園芸が盛んな農業地帯。

○この水路や農地・土地改良施設等を
守るため、農地・水・環境保全向上対
策事業に地域一体となって活動。

経 緯
○「柳瀬水道」を中心に水路の泥上げ、
草刈り、農道の砂利補充、水路の補
修等を実施。

○環境保全活動は、小学校と連携した
水質浄化､｢田んぼの学校｣の支援､山
林の下草刈り等「海の森事業」を実施。

○農地・水路・道路の適切な維持管理
ができ、集落内での話し合いが増え、
効率的な水利用にも役立っている。

○体験学習などを通じ、「柳瀬水道」を
歴史ある地域資源として次の世代へ
伝えていこうという意識が高まった｡

○今後は環境保全活動にさらに力を入
れ、子供達との交流等を通じ、地域農
業の歴史や伝統を次世代に伝えたい。

○隣接地「肥前鹿島干潟」がラムサール
条約の湿地に登録されたため、それ
を活用した活動も行っていきたい。

北鹿島ふるさと会
佐賀県鹿島市山浦甲1564-2 Tel : 0954-63-2853   Fax : 0954-63-5087  

活動の成果

取組内容

今後の方針

｢田んぼの学校」生徒、PTAと合同で実施「柳瀬水路」の清掃
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１５ 佐賀県 小城市

棚田と彼岸花の里 江里山

○当地域は棚田（14ha）を利用した稲作
中心の農業が営まれてきた。

○平成8年に村ぐるみ運動への取り組
みがきっかけとなり、棚田米のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化や都市との交流に取組むため、当
組合（戸数29戸）を平成13年に設立。

経 緯
○毎年「彼岸花祭り」を開催。棚田ｺﾝｻｰ
ﾄなどのｲﾍﾞﾝﾄと合わせて「さしみこん
にゃく」や野菜、棚田米等を販売。

○米は低たんぱくの甘みがある良質米。
特別栽培米の認定、低温貯蔵庫、色
選機等の導入でﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化を推進。

○彼岸花祭りの来訪者は年々増加。農
産物販売に伴う農家収入の増加によ
り地域活性化を図ることができた。

○棚田米は直売所中心の販売から、ﾃﾞ
ﾊﾟｰﾄやﾎﾃﾙ等へ販路の拡を図るなど
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に成功。

○減反田を利用し野菜（ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、ｽｳｨｰ
ﾄｺｰﾝ）の栽培を行うことで新たな地域
農業の育成を図る。

○地域ぐるみで農地や水路等の保全管
理に取り組むとともに、生産効率を上
げるため農業用機械の共同化を図る。

江里山棚田米生産組合
佐賀県小城市小城町岩蔵4844 Tel : 0952-72-4677 Fax : -

活動の成果

取組内容

今後の方針

自生の彼岸花 県特別栽培認定の棚田米
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１６ 佐賀県 白石町

～４０年ぶりに蘇った地区の宝「縫ノ池（ぬいのいけ）」～

○地下水の過剰汲み上げが改善され、
平成14年､約40年ぶりに「縫ノ池湧
水」が復活。以後、湧水を守る活動や
地域住民の交流イベント等を開催。

○平成18年に農地・水環境保全向上対
策のﾓﾃﾞﾙ地区に選定。活動を集落全
体に拡大。

経 緯
○縫ノ池や水路の除草及び泥土浚渫は、
農業者、湧水会､子供会､女性部会､
老人会等が一体となって実施。

○池や水路の生き物調査、子供達によ
る魚釣り大会、湧き水を使った「お茶
会（野点）」など多彩なｲﾍﾞﾝﾄを開催。

○縫ノ池の湧水の復活により、地域住
民が水の大切さを再認識するなど資
源保全の意識が高まった。

○地域全体の多くの活動により、大人
から子供まで地区内の結びつきが強
まり､新たな地域コミュニティーが形成｡

○縫ノ池や水路の浚渫、清掃作業に子
供達も参加させ、水路に棲息する淡
水魚と営農活動の関わり等の理解促
進や水辺環境の保全に努める。

○湧水を使ったイベントに都市住民の
参加を積極的に促し、交流を深める。

川津資源保全隊
佐賀県杵島郡白石町大字湯崎２４０２-ィ Tel :0952-84-4130  Fax :  -

活動の成果

取組内容

今後の方針

「縫ノ池」の清掃活動 縫ノ池での生き物調査
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